






3変形性股関節症の
運動療法の開発と研究

股関節を守る

このように、変形性股関節症に対して、当

初は整形外科医として手術療法を試みてい

たものの、やがて廣橋先生は、運動療法に

着目するようになる。24年前のことであ

る。以来、それでもだめで手術に踏み切っ

たのはわずか1割程度。では、そもそも運

動とは何なのか、筋のはたらきは、どうい

う運動がよいのか、詳しく聞いた。

前述どおり、廣橋先生は、変形性股関節

症に対して手術療法というより運動療法を

重視するようになる。昭和59年（1984年）

から運動療法に取り組み、変形性股関節症

でまずは運動療法をやってみて、それでも

痛みが取れず、手術に踏み切ったというの

は以来20年以上で10％台、１割ちょっと

でしかない。つまり、ほとんどの例で、運

動療法によって痛みが取れ、手術しなくて

すんでいるということである。

この運動療法に取り組んだのが、大人の

股関節も診るようになった1984年以降だ

が、もちろんそれは珍しいことであった。

そこで翌年、85年には、「股関節障害に対

する運動療法の試み」という論文を臨床ス

ポーツ医学に発表している（臨床スポーツ
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う手術を行うことになる。年齢で言えば、

６歳くらいの時期の判断になる。

臼蓋形成術と言っても、術式は、ソルタ

ーやキアリなどさまざま。廣橋先生はキア

リの方法を行ってきた。この特集では、手

術の詳細については割愛するが、手術に対

する考えが患者さんを長くフォローしてい

くうちに変わってきた。

「私は、キアリ手術を行っていましたが、

この手術をすると、股関節は一生持ちます

よと言っていました。そう思っていた。し

かしながらその人たちをその後ずっと追っ

ていくと、そうはいかないということがわ

かってきました。18歳でキアリ手術をし

た患者さんですが、10年後のX線写真を

見ると、関節裂隙が狭くなっています。現

在68歳くらいの人もいて、47歳くらいの

ときにまた痛くなって、今度は大腿骨で切

る手術をしたけれど、やはり関節裂隙が狭

くなってきています。こうした人にも、運

動療法を用いています。あとは人工関節し

か方法がないのです。しかし、人工関節に

は寿命があり、約20～25年もつと言われ

ています。もう少し長もちするものができ

ていると言う人もいますが、その寿命を考

えると、まだ年齢的には若いということに

なるのです。

しかし、人工関節の手術はたいへんです

し、人工物になるとまた違った症状が出て

きます。では、どうしますかということに

なりますが、ここから先は運動療法です。

関節裂隙間が狭くなっても、一生懸命運動

を行っていると、足を引きずって歩くこと

はあっても、痛みはありません（写真２参

照）。高齢になってもパートで働いている

人で、エスカレーターを使わないで階段を

積極的に使って昇りも降りも歩いておられ

ます。骨の変形はありますが、痛みはない

と言っておられます」

写真2 変形性股関節症のX線写真（関節
裂隙が狭くなっている。しかし運動療法
23年実施中）

CE角 

骨頭中心 

図3 CE角




